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第１章 はじめに 

１. 活性化プランの趣旨 

安佐北区の高陽地域・白木地域では、平成２８年 9 月にそれぞれの地域で「まちづくり提言書」が作成さ

れ、その後、それぞれの視点でまちづくりの取組が行われています。 

一方で、「若者の流出」や「高齢化」が進行しており、「地域コミュニティをどのように維持していくか」とい

った課題があります。 

さらに、現在、JR 芸備線に関してのあり方についても議論や検討がされており、それらも課題の１つとして

受け止めつつ、将来を見据えた上で、「持続的なまちづくり」を実現するための「地域の取組」などを考えるこ

とが大切です。 

そこで、「地域の将来像」や「将来像を実現するための取組」などを両地域の住民が主体となって話し合う

ため、ワークショップという手法を通じて、検討を行いました。 

これらの検討結果を踏まえて、このたび、『活性化プラン』として取りまとめました。 

活性化プランの実行に当たっては、地域団体や関係機関など多様な主体による連携が不可欠となること

から、記載している方向性等を広く共有しながら、地域のみんなで一丸となって、継続して取組を行っていきま

す。 

また、取組に関しては、複数のプロジェクトを、ワークショップを通じて検討しましたが、地域が抱えるすべて

の課題に対して、活性化プランに記載したプロジェクトのみで解決できるものではありません。まずはこのプロ

ジェクトを通じて、身近な地域課題解決の寄与につなげていくことを目標に取り組んでいきます。 
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２. 対象エリア 

     対象エリアは、安佐北区の高陽地域、白木地域とします。 

 

■対象エリア 

 

 

 

 

  

白木地域 

高陽地域 

可部地域 安佐地域 
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３. 検討フロー 

活性化プランの検討にあたっては、地域の誇りや資源、これまでの取組などを共有・確認した上で、両地域の

「目指すべきまちの姿」の方向性について整理を行いました。これを基に、高陽地域・白木地域それぞれの地域

の将来像を考え、それらを実現するために地域で取り組みたいことを「プロジェクト」として整理しました。 

また、それぞれのプロジェクトについて、プロジェクト同士の連携や、推進体制・運営体制等についても検討し、

「活性化プラン」としてとりまとめを行いました。 

 

 

 

 

  

活性化プランのとりまとめ 

4回目 1月 25日 

【全体会②】（高陽・白木地域合同開催） 

テーマ：これから目指すまちの姿の実現に向けて！ 

3回目 11月 24日（高陽地域）、11月 30日（白木地域） 

【地域別②（各地域で開催）】 

テーマ：未来の地域の姿を実現するための取組・アイデア検討！② 

第2回 9月 28日（白木地域）、9月 29日（高陽地域） 

【地域別①（各地域で開催）】 

テーマ：未来の地域の姿を実現するための取組・アイデア検討！① 

第 1回 7月27日 

【全体会①】（高陽・白木地域合同開催） 

テーマ：両地域の“これまで”と“未来”について語る！ 

両地域で連携できることを考え、みんなで共有！ 

これからみんなで取り組むキックオフの場 

誰が、どうやって、いつ取り組むか検討！ 

１回目を踏まえ、取組やアイデアを検討！ 

両地域の現状や課題、目指していきたい方向性・ビジョンを検討！ 

現況・課題  

将来像、基本理念  

将来像の実現に 

向けた取組・アイデア

の方向性  

実現方策  

（実施場所／体制・  

ロードマップなど）  

活性化プラン案 

ブラッシュアップ 

≪反映点≫ ≪実施概要≫ 
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第２章 現状・課題 

１. 地域の現況 

(１) 人口 

 高陽地域の人口は、58,512 人で、平成 17 年からの 15 年間で、約 6,000 人減少しています。65 歳以

上の人口が著しく増加しています。 

 白木地域の人口は、7.446 人で、平成 17 年からの 15 年間で、約 2,300 人減少しています。15 歳未満

の人口が著しく減少し、約 500 人となっています。 

［高陽地域 人口］ 

 

［白木地域 人口］ 

 

資料：国勢調査 

 

(２) 高齢化率 

 高陽地域、白木地域ともに高齢化が進行しており、令和２年では、高陽地域で33.2％、白木地域で45.3％

となっています。 

 

［高齢化率］ 

 

資料：国勢調査 
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(３) 世帯数 

 高陽地域の世帯数は、24,167 世帯となっており、世帯数は横ばい傾向となっています。白木地域の世帯数

は、3,229 世帯となっており、世帯数は減少傾向となっています。 

 

［高陽地域 世帯数］ 

 

［白木地域 世帯数］ 

 

資料：国勢調査 

 

(４) JR 芸備線の現況 

① 高陽地域・白木地域の JR駅の乗車人員・運行本数 

芸備線の利用状況について、コロナ禍の前後で比較すると、全ての駅において、令和 4 年の乗車人員が、

令和元年と比べて減少しています。また、広島駅～下深川駅間の折り返し便が多いため、中深川駅以北では

運行本数も少なくなり、乗車人員は下深川駅の３分の１以下になっています。 

 

［乗車人員及び運行本数］ 
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② ＪＲ芸備線を取り巻く状況 

JR 西日本では、ローカル線を取り巻く環境の変化とともに利用状況が大きく変化していることから、輸送密

度（平均通過人員）2,000 人/日未満の線区について収支率等の情報開示を行っています。令和５年の JR

芸備線三次駅～下深川駅間の輸送密度は９９８人/日、令和３年～令和５年の 3 か年平均収支率は 11.7％

となっており、非常に厳しい経営状況となっています。 

また、JR 芸備線の備中神代駅～備後庄原駅間においては、輸送密度が 48 人/日と著しく少ないことから、

国（中国運輸局）が令和６年３月に「芸備線再構築協議会」を設置し、国、関係自治体、鉄道事業者等により

再構築方針の作成に関する議論が行われています。 

一方で、JR 芸備線の沿線市である三次市、安芸高田市、広島市（沿線３市）は、一つの経済体として広域

的に連携し、それぞれが主体的なまちづくりに取り組むための抜本的対策の一環として、三次駅～広島駅間の

鉄道及び関連諸施設の在り方を含め、JR 芸備線を軸とした公共交通ネットワークを将来にわたり持続可能な

ものとしていくことについて議論するために、令和６年５月に「三次・安芸高田・広島まちづくり交通協議会」を

設置し、沿線市、国、鉄道事業者らで議論が行われています。 

このように JR 芸備線を取り巻く状況として、行政を中心にそれぞれの区間の実情などに応じて様々な議論

が行われているところですが、高陽地域・白木地域においても、利用促進や活性化については地域の課題とし

て受け止める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

備後庄原 

備中神代 
備中神代駅～備後庄原駅間の特

定区間の交通手段再構築につい

て、「芸備線再構築協議会」で議論

が行われています。 

庄原市 

三次市 

新見市 

高陽地域 

白木地域 

安芸高田市 

三次 

広島 

三次駅～広島駅間の公共交通ネットワークを

将来にわたり持続可能なものにしていくことに

ついて、「三次・安芸高田・広島まちづくり交通

協議会」で議論が行われています。 
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２. 主な地域資源、これまでの取組 

(１) 地域の誇り・大切にしたいこと 

第 1 回目のワークショップの中で、「地域の誇り・大切にしたいこと」について思うことをグループで出し合

い、それぞれの地域の誇りや両地域で共通していることなどを話し合いました。 

 

カテゴリー 主な意見（抜粋） 

自然・歴史 

特産品 

・太田川河川敷 

・三篠川 

・旧中郡道 

・郷土史研究会 

・狩留家なす 

       等 

・白木山 

・安駄山 

・荒谷山からの景色 

・神ノ倉山 

・ホタル 

・雲海            等 

施設・公園 

・子供たちが外で遊べる環境 

・他の場所から移住してきた人から魅力的に見

える公園や河川敷                      等 

・ハングライダー、パラグライダーのテイクオフ 

ポイント 

・ハングライダー（スカイスポーツ）の聖地になっ 

ている 

・スーパー、もぐベリー、モーモーミルク       等 

祭り・イベント 

・亀崎神社 秋季例大祭の奉納花火「吹

火」 

・伝統・文化・芸能・地域行事の保存及び継承     

等 

・ホタル祭り 

人・まち 

・篠笛の達人（人的資産） 

・人や町内のつながり 

         等 

・小中学校の人数が少ないので、みんな仲

が良い 

・人と人との関わりが深く、情報がすぐに入っ

てくる 

・声をかけたら協力してくれる人が多い   等 

芸備線・交通 ・基幹となる交通網 
・りょうま記念館 

・ネコ駅長やまと、副駅長ちどり           等 

 

両地域共通 

自然・歴史・ 

特産 

・自然・歴史が豊か 

・野生動物が多くいる 

・里山 

・星空 

・子供神楽（市無形文化財） 

・歴史が深い          等 

祭り・イベント 
・夏祭り 

・学区内のイベント（ふれあい祭り・盆踊り・運動会） 

・祭りを後世に残したい            等 

人・まち 

・みんな知り合い 

・共助気持ち 

・人のつながり 

・人が優しい 

・絆が強い 

・地区内のコミュニケーション 

・地域の人が大人になっても長く付き

合いがある                   等 

芸備線・交通 ・芸備線 
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(２) これまでの取組を踏まえた今後の取組について 

第 1 回目のワークショップにおいて、『これまでの取組と今後の展開』について、「住みよさ」「安全・安心」

「人が集まる・賑わい・楽しい」「自然」「その他」の 5 項目で、それぞれの地域で取り組んできたことや今後取

り組んでみたいこと等を話し合いました。 

 

主な意見（抜粋） 

カテゴリー 高陽地域 白木地域 

住みよさ 
・ 高陽ニュータウンの再利用や耕作放棄地対策 

・ 安佐北区と安佐南区を繋ぐ。     等 

・ 人と人との関わりが多く、知らない人はいない。  
・ 人々に活気があり、互いに協力し、住むのが楽し

い町  等 

安全・安心 
・ 子どもの見守りをしっかりしている。 

・ 歩道の確保                    等 

・ 人と人との交流があるので情報がすぐに入ってく
る。 

・ 空き家対策                      等 

人が集まる・

賑わい・ 

楽しい 

・ 歴史資源活用 

・ 子供も楽しめるイベント賑わいの創出 

・ 芸備線へのアクセス向上で人があつまる場所の

創出 

・ 観光マップを作り、観光客を呼ぶ。      等 

・ 小中学生中心に祭りのメインを行う行事がある。 
・ ネコ駅長りょうまの次代であるやまと、ちどりの 2

匹のネコ活用 
・ いちご・ブルーベリー狩りの広報・広告、観光マッ

プ      等 

自然 
・ 自然との融合を図れるあたたかいまち 

等 

・ 自然が多くあり、山登りやハングライダー等が楽
しめる。 

・ 自然を守る為の環境整備を過度に行わない。 
・ 荒谷山・神ノ倉山へのアクセスをよくし、観光客を

呼ぶ。 
・ 自然や野生動物、ホタル・オオサンショウウオを守

る。 
・ 体験イベント開催                    等 

その他 

・ 自治会・町内会でイベントを開く。 

・ 田舎暮らしの良さを宣伝して、若い人に住んでも

らう。 

・ 白木地区への交通手段を増やす。   等 

・ 町から出た若者を呼び起こせるような地域にす
る。 

・ 住民が自分の住んでいる地域が好き、他地域の
人に自信をもって言える          等 

両地域共通 

住みよさ 

・ みんなで助け合いができる。 

・ 若者と高齢者のコミュニケーションが 

取りやすくなればいい。 

・ SNS を中心に発信していく。 

・ 公共交通の充実(タクシー、ループバスなど) 

・ 災害時の道路やルートの確保 

等 

安全・安心 

・ ひとり暮らしの高齢者を見守る、家の片づけをする。 

・ 災害に強い地域にする。（防災センターの設置、水害対策 など） 

・ 道路の整備(狭く救急車が入れない道路や事故の多い場所もある)                等 

人が集まる・

賑わい・ 

楽しい 

・ 自治会・町内会でイベントや地域の特産品を活用し

た行事を行う。 

・ 飲食店やカフェ、駅の中に居酒屋がほしい。 

・ 盆踊り・お祭りを行う。祭りを増やす、発信す

る。 

等 

その他 
・ 若者主体で発信する。 

・ 昔からある伝統と新しくはじめることどちらも平等に大切にする。      等 
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３. 地域の課題等のまとめ 

第 1 回目のワークショップにおいて話し合った内容を基に、地域へのヒアリング（地域で活動や生活をして

いる、キーマンとなり得る方に対し実施）の結果も踏まえながら、課題等のまとめを以下に整理します。 

① 各地域のまとめ 

 高陽地域 白木地域 

住みよさ 

⚫ 子どもたちが遊べたり、楽しめる環境整備
が求められている。 

⚫ 他の場所から移住してきた人にとっても魅
力的に見える公園や河川敷など、人が集ま
りやすい場が求められている。 

⚫ 芸備線へのアクセス性の向上が求められ
ている。 

⚫ 住みやすさの向上に向けて、公共交通や道
路整備などの充実が求められている。 

⚫ 人と人との関わりが深く、良い意味でも悪い
意味でも知らない人はいない。そのため、情
報がすぐに入ってくる。人々に活気があり、互
いに協力し、住むのが楽しい。 

⚫ 公共交通が止まると通勤・通学に影響があ
ることから対応の検討が求められている。 

⚫ 現状として、高齢者のほとんどが車を使って
移動しているが、今後、免許返納した際など
の対応の検討も求められる。 

安全・安心 

⚫ 平常時・緊急時含めた道路（通学路含む）
の安全性、防災性の強化、バリアフリーなど
の安心安全なまちづくりが求められている。 

⚫ 防災拠点、避難所、避難路等を把握し、地
域で互いを支え合える・見守り合える環境・
体制づくりが必要。 

⚫ 空き家が年々増加していたり、災害時に不
安があるため、対策の検討が必要。 

人が集まる・ 

賑わい・ 

楽しい 

⚫ 地区によっては、地域のお祭りや伝統芸能
等の実施・維持が困難になりつつあり、地区
の魅力・活力低下が懸念される。 

⚫ 空き家は少ないが、高齢者は多くなってきて
おり、町内会に入る人も少なくなっている。 

 
⚫ 高齢者や子どもたちが集まれる広場や公園

を整備する、子どもも楽しめるイベントの開
催等、賑わい創出につながるような取組を
検討し、実行していくことが必要。 

⚫ 芸備線の各駅を拠点にしたイベント等を開
催し、人を集め、地域の活性化につなげるこ
とが求められている。 

⚫ 地域の伝統や特産物を活用した人の集まる
まちづくりが必要。 

⚫ 買い物や娯楽施設などが充実した、住んで
楽しいまちづくりが必要。 

⚫ 人口が減少している中で、特に 15 歳未満
の人口が著しく減少している。地域に若い人
がおらず、高齢化が進行しており、活動も同
じ人が主体となっている。活動やイベントへ
の参加者も減少している。 

⚫ 人が集まる機会・場所がなく、空き家が壊さ
れ、更地になっているところがたくさんあり、
賑わいや活気が失われている。 

 
⚫ 地域資源を活かした賑わいづくりや地域の

活性化に向けた取組が必要。 
⚫ 次世代の育成ができていない現状を見てい

るからこそ、周りをうまく巻き込みながらやっ
ていくことが必要。 

⚫ ひろしま LMO への参加や地域がやりたいこ
とについて、達成感やわくわく感をもって取り
組むことが必要。 

⚫ 芸備線の沿線地域と協力した利用促進に
向けた取組や駅舎の活用なども検討。 

自然 

⚫ 狩留家地区は、高陽地域での自然とのふ
れあいの供給地になり得る可能性があるこ
とから、自然を生かした展開を検討。 

⚫ 資源である自然（荒谷山、神ノ倉山等）の活
用や PR、整備等含め、地域内のつながりも
活かした地域づくりが必要。 

⚫ 自然や動物を守るための環境整備も必要。 
⚫ 持続性があり、みんなが集まる（体験でき

る）機会や場づくりが必要。 

その他 

⚫ 地域の活動団体の継続化、取組継承など
は課題。 

⚫ 白木地区への交通手段を増やすなどして、
両地区で連携できることを検討していくこ
とも必要。 

⚫ 年配の方から活動、取組への理解が得られ
ない。地域のことに関して、自分ごとと捉えて
いる人が少ない。地元の人が本気になって、
地域で協力することが必要。 

⚫ 地域の特産物の発掘が求められる。 
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② 両地域のまとめ 

住みよさ 

⚫ 若者と高齢者のコミュニケーションが取りやすい環境やみんなで支え合える環境が求められて

いる。 

⚫ 子どもが安心して遊べる場や多世代が集まりやすい場が求められている。 

⚫ 住みやすさの向上に向けて、芸備線へのアクセス性をはじめ、公共交通や道路整備などの

充実が求められている。 

安全・安心 

⚫ 災害時における安全性の確保や高齢者の見守りなど、安心して暮らせる地域づくりが求め

られている。 

⚫ 平常時・緊急時含めた道路（通学路含む）の安全性、防災性の強化、バリアフリーなどの安

心安全なまちづくりや災害に強い地域にしていくことが必要。 

⚫ 防災拠点や避難所、避難路等を把握し、地域で互いを支え合い、見守り合える環境・体制づ

くりが必要。 

人が集まる・ 

賑わい・ 

楽しい 

⚫ 地域活動やイベントへの参加者も減少していることが影響し、地域のお祭りや伝統行事等の

実施・維持が困難になりつつある地区もあり、地域の活動団体の継続化、取組継承なども

課題。 

⚫ 今ある地域のつながりや絆を大切にしながら、地域内のコミュニケーションを高めていくこと

が必要。（共助の気持ちを育てる） 

⚫ 地域内外が集い、交流し、地域の活性化につなげていくことで、賑わいを生み出すことも必要。 

⚫ 次世代育成ができていないからこそ、周りをうまく巻き込みながらやっていくことも必要。 

（賑わいを生み出す取組の案） 

⚫ 高齢者や子どもたちが集まれる広場や公園の整備 

⚫ 子どもも楽しめるイベントの開催 

⚫ 芸備線の活用を通じた活性化（駅舎の活用、各駅を拠点にしたイベントの開催等） 

⚫ 地域の伝統や特産品を活用した行事の実施 

自然 
⚫ 地域資源となる自然を生かし、守り育てながら、みんなが集まり、交流できる（体験できる）

機会や場づくりが必要。 

その他 

⚫ SNS を中心に情報等を発信することも大切。若者主体での発信も期待されている。 

⚫ 昔からある伝統と新しくはじめることどちらも平等に大切にしたい。 

⚫ 両地区で連携できることを検討し、一緒に取り組むことも重要。 
  

方向性 

（全体に 

関わること） 

⚫ まちから出た若者を呼び起こせるような地域にしたい。 
⚫ 「自分の住んでいる地域が好き」と他地域の人に自信をもって言えるようにしたい。 

⚫ 今ある地域資源を上手に活用しながら、地域に来たくなる、外に出た人が戻ってきたくなるよ

うな地域づくりが必要。 

⚫ 子どもから高齢者までが安心して暮らすことのできる環境づくりや人が集まれる（交流でき

る）場づくりが必要。 

⚫ 各世代が互いを尊重しながら、地域がやりたいことについて、達成感やわくわく感をもって

様々な人や団体、地域が一緒に協力しながら、取り組むことが必要。 
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第３章 将来像・基本理念 
 

第 2 章のまとめ等やワークショップでの結果を踏まえて、以下で、将来像や基本理念を整理します。 

 

１. 目指すべき地域の姿・理念 

 

両地域の現状やこれまでの取組を踏まえて、両地域の目指すべき姿を検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目指すべきまちの姿 
（※ワークショップでの得票数が多い順に一部抜粋） 

キーワード 

・安心安全なまちづくり（災害に強いまちづくり） 
安心安全 
交通・インフラ 
住みよさ 

・道路網の整備（基幹交通網の整備） 

・若者が帰ってくるまち（若者の定着化） 

・高齢者にも住みよいまちづくり 

☆芸備線を拠点にしたまちづくり 
・駅に飲食店（居酒屋）、カフェ、野菜販売、保育園 → 駅に行きたくなる 
・駅に行くための、ループバスの確率 → 行く人が増えれば、本数が増える 

施設 

交通・インフラ 

・親子で遊べる子どもの公園、夜飲める場 （高陽） 

施設 
安心安全 
自然 
交通・インフラ 

・安心して遊べるまちにする！ 観光マップ 

・自然との融合を計れるあたたかい町！（白木・安駄山・荒谷山・神ノ倉） 

・公共交通の利用促進 
 ・住民主体のパーク＆ライド  
 ・駐車場の整備、高陽インター 

・交通整備 

・生まれて最後まで一生を送りたくなるような地域 住みよさ 

・世代と世代の繋がりが強い地域 人とのつながり 

・戻ってきたくなるような地域 まち・地域 

・多くの楽しい行事 行事 

・伝統やしきたりにとらわれない 文化・伝統 

住みやすい町 
→利便性〈生活〉（スーパー／交通の便） 
→コミュニケーションの場（キャンプ場／トレイルラン→自然／飲食店（ハウス） 飲む！食
べる！カフェいっぱいやろうや！ 
→子ども・老後〈弱者〉が安心できる町 

交通・インフラ 

施設 

安心安全 

“地域の良さ”や“つながり”を活かし、 

いつまでも安心して暮らせる地域 
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２. 地域の目指すべき姿 

両地域の将来像を踏まえて、各地域の将来像をワークショップで共有し、高陽地域、白木地域それぞれの目指

すべき姿を整理します。 

 

(１) 高陽地域の目指すべき姿 

 

両地域の将来像（前ページ参照）を踏まえて、高陽地域における目指すべき姿を検討 

 

高陽地域の将来像 

⚫ 住みやすいまち 

⚫ 高齢者に住みよいまちづくり 

⚫ 交通の整備 

⚫ 若者と高齢者のバランス 

⚫ 生まれて最後まで一生を送りたくなるような地域 

⚫ 戻ってきたくなるような地域 

⚫ 安心安全のまちづくり 

⚫ 災害に強いまち 

 

 

 

 

(２) 白木地域の目指すべき姿 

 

両地域の将来像（前ページ参照）を踏まえて、白木地域における目指すべき姿を検討 

 

白木地域の将来像 

⚫ 生まれて最後まで一生を送りたくなるような地域 

⚫ 住みやすいまち 

⚫ 自然との融合を図れ、人々が互いに協力して活気あふれる、住むのが楽しいまち 

⚫ 戻っていきたくなるような地域として、地域の活性化を進めていく 

 

  

多世代にとって、安心してずっと暮らし続けたい地域 

自然とともに、活気あふれる楽しい地域 

いつでも戻ってきたくなる地域 
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第４章 アクション内容 

１. 取組の方策・体系 

 

① 目指すべき姿 

高陽地域 白木地域 

⚫ 多世代にとって、安心してずっと暮らし続けたい

地域 

⚫ 自然とともに、活気あふれる楽しい地域 

⚫ いつでも戻ってきたくなる地域 

 

② プロジェクト方向性 

高陽地域 白木地域 

⚫ 芸備線の活性化 

⚫ みんなが集まれるイベントを企画する 

⚫ 高陽体育館の建替え 

⚫ 自然の有効活用 

⚫ 既にあるものを活かした取組 

⚫ 情報発信 

⚫ 芸備線の活性化・利用促進 

 

③ プロジェクト 

【高陽地域】 

方向性  プロジェクト 

芸備線の活性化 
 みんなで使おう芸備線！！ ～もっと便利な芸備線にしよう～ 

 芸備線の活性化 

高陽体育館の建替え  深川地区の活性化プロジェクト 

みんなが集まれる 

イベントを企画する 

 KoYo BIG Fes 

 高陽ゲートパーク化計画 

 

【白木地域】 

方向性  プロジェクト 

芸備線の活性化・利用促進  鉄道 「 X(エックス) 」 

自然の有効活用  白木自然発見 

既にあるものを活かした取組  資源の活用（意識改革） 

情報発信  ＃白木町広報課 
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２. 各プロジェクトについて 

 ワークショップで、プロジェクトの方向性を踏まえ、各プロジェクトチームごとにプロジェクトシートを作成し、各プ

ロジェクトの目指す方向性や取組み内容、スケジュール等を整理しました。 

 また、地域内、地域外で連携できそうな取組についても、プロジェクトの内容を共有し、整理しました。 

(１) 高陽地域 

 

プロジェクト名 みんなで使おう芸備線！ 

～もっと便利な芸備線にしよう～ 

目指す方向性・目標 芸備線の利便性を向上する（利用促進方法） 

ターゲット 地域住民 

取組 ⚫ 住民意識アンケートをとる。 

⚫ 狩留家なすを事例に各地域の特産物を広める。 

⚫ 話題性で人を集める（高陽・白木のイベント、JR とのイベント）。 

⚫ 駅のまわりへ飲食店を誘致する。 

スケジュール 

短期（１～３年） 中期（４～６年） 長期（７～１０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

役割 

・交渉 

協力して

ほしい人 

・地方自治体 

・国 

・JR 西日本 

・政治家 

 

 

 

 

 

  

話 題 性 で 人

を集める 

（高陽・白木

で の イ ベ ン

ト、JR との地

域イベント） 

住民意識のア

ンケートをとる 
利 用 者 の 少

な い 時 間 の

ダイヤの改正 

芸 備 線 の 本

数を増やす 

地 域 の 特 産

品を宣伝する 

狩留家なすを

事例に各地域

の特産物を広

める 

パーク・アンド・ライド 

各地域の特

産品とリンク

し あ っ た 地

域起こし 

駅の周りへ飲

食店を誘致 

 

両地域で連携できそうなこと 

地域内で連携できそうなこと 

各 JR 駅まで

のバス 

駅周辺の整備を行う 

第 4 回のワークショップ結果をもとに 

1 年目のロードマップ（行動計画）を整理 

★こちらに記載予定★ 

生 活 バ ス の

サブスク化 
芸備線スタンプラリー 
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プロジェクト名 深川地区の活性化プロジェクト 

目指す方向性・目標 建替えるからこそ「売り」を多くしたい 

下深川駅前再開発 

ターゲット 高陽・白木地域、芸備線沿線地域 

取組 ⚫ 地域の意見をまとめる。 

⚫ 地域の意見を具体的に検討。 

⚫ 芸備線との連携 

⚫ 避難所としての機能 

⚫ 高陽・白木スポーツ大会 

スケジュール 

短期（１～３年） 中期（４～６年） 長期（７～１０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

役割 

・再開発 

・体育館移転 

・書類フォロー 

協力して

ほしい人 

・行政 

 

  

下深川駅

前再開発 

地 域 の 意 見

をまとめる 
プラン決定 

高陽体育

館の建替

え・移転 

地 域 の

意 見 を

具 体 的

に検討 

避難所としての機能 

子ども、大人が

集まれる場所 

高陽・白木ス

ポーツ大会 

芸備線との連携 

 

両地域で連携できそうなこと 

地域内で連携できそうなこと 

第 4 回のワークショップ結果をもとに 

1 年目のロードマップ（行動計画）を整理 

★こちらに記載予定★ 

土 地 の
確保 

文化センタ
ー の よ う な
施設の設置 

駅周辺での
飲食店等オ
ープン 

駐 車 場 の
共同利用 

実業団に使
ってもらう 

可 部 と の
つながり 

フットサル・ボルダリング等他地
域でできないスポーツができる 

県道 70 号整備 

芸備線を使ってスポ
ーツ大会へ 
イベントとの合同開催 
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プロジェクト名 KoYo BIG Fes 

目指す方向性・目標 地域のつながりをつくる。若者を呼ぶ。 

ターゲット 全世代、老若男女、近隣、他地域から 

取組 ⚫ 地域のイベントと一緒に行う。 

⚫ イベントの告知を学校や地域の会社に協力してもらう。 

⚫ 神楽の依頼 

⚫ フリーマーケット 

⚫ 音楽フェス、クリスマスマーケットをする。 

⚫ 荒谷山雲海ツアー 

スケジュール 

短期（１～３年） 中期（４～６年） 長期（７～１０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

役割 

・学校へ声かけ 

・地域をつなぐ 

・司会 

・広告作り 

・SNS 発信 

協力して

ほしい人 

・著名人 

 

  

Cafe wine 

地 域 の イ

ベントと一

緒に行う 

MUSIC ステージ発表 

（高陽 wing、大学生） 

花火 

ク リ ス マ ス

マーケット 

荒谷山雲海

ツアー 

音楽フェス 

 

両地域で連携できそうなこと 

地域内で連携できそうなこと 

フリーマーケット 

（野菜や特産物、地元企業） 

地域の伝統“神楽”の競演 

物々交換・物品提供 

（学用品や制服など、児童

会・各学校生徒会） 

 

第 4 回のワークショップ結果をもとに 

1 年目のロードマップ（行動計画）を整理 

★こちらに記載予定★ 

SNS、地域の学校,
会社に告知協力依頼 

映 え る
背景 
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(２) 白木地域 

 

プロジェクト名 鉄道「X（エックス）」 

目指す方向性・目標 来訪者の大幅増加 

列車の本数を増やす・増結 

団体専用の臨時列車の運用 

ターゲット 観光客 乗り鉄（鉄道愛好家） 猫愛好家（猫好きな人） シニア 

取組 ⚫ 駅舎を利用（カフェ等）する。 

⚫ 電子決済ができるようにする。 

⚫ 古い車両を購入し、休憩や宿泊ができるようにする。 

⚫ ホタル列車や雲海列車を走らせる。 

⚫ SNS やメディアでアピールをする。 

⚫ 駅周辺のリーフレット、マップを作成する。 

⚫ 登山道を整備する。 

スケジュール 

短期（１～３年） 中期（４～６年） 長期（７～１０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

役割 

・臨時列車を走らせる 

・アピール 

・女性の集客 

・猫のお世話 

・山師 

協力して

ほしい人 

・JR 

・市議会議員 

・白木産業 

・来てくれた女性の旦那さん 

・高陽地区の皆さん 

 

  

古い車両を

買う 

駅 舎 を 利 用

（カフェ等） 

電子決済ができる

ようにする。（今は

狩留家まで） 

ICOCA が使

える駅にする 

駅周辺のリー

フレット・マッ

プを作る 

アピール（SNS、

メディア、パンフ

レット） 
登山道

の整備 

ホタル列車 

雲 海 列 車 を

走らせる 

乗ってもらう 

定期列車が走

るようになる 

列車ホテルの設置

（休憩、宿泊） 

 

両地域で連携できそうなこと 

地域内で連携できそうなこと 

第 4 回のワークショップ結果をもとに 

1 年目のロードマップ（行動計画）を整理 

★こちらに記載予定★ 

臨時列車を仕立て
人員輸送(ネコ駅長) 

テレビ列車 

古民家の活用 
ロープウェイの
設置(神ノ倉山) 
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プロジェクト名 白木自然発見 

目指す方向性・目標 山を知ってもらう 

山の維持 

登山者の増加 

山の利用者の増加 

ターゲット 全世代 

取組 ⚫ 登山道の整備 

⚫ 山ツアー 

⚫ キャンプ 

⚫ 山の PR 

スケジュール 

短期（１～３年） 中期（４～６年） 長期（７～１０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

役割 

・現場管理 

・山の案内 

・広報 

協力して

ほしい人 

・登山団体 

・観光課 

・農林水産課 

・＃白木町広報課 

 

  

 

山イベント 

・薪割り体験 

･丸太切り体験 

・椎茸づくり 

登山道の

整備 
駐車場 

井原（桜まつり） 

山の PR 

雲海ツアー 

キャンプ 

 

両地域で連携できそうなこと 

地域内で連携できそうなこと 

山の整備 

バイオトイレ 

山ツアー 

ホタル 

川の景色 

（中三田） 

 

第 4 回のワークショップ結果をもとに 

1 年目のロードマップ（行動計画）を整理 

★こちらに記載予定★ 

道標・案内図整備 
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プロジェクト名 里
り

New
にゅー

在
ある

 

目指す方向性・目標 夢を語る 

ターゲット 全ての人･物･文化 

取組 ⚫ 場づくり（機会・仲間） 

⚫ 既存の施設の発掘 

⚫ 意識を変える 

スケジュール 

短期（１～３年） 中期（４～６年） 長期（７～１０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

役割 

・段取り 

・調達（人・物等） 

・場所の提供 

協力して

ほしい人 

・料理のできる人 

・＃白木町広報課 

・広島市 

 

  

意識を変える 
場づくり 

（機会・仲間） 
語る 

既存資源の発掘 

（市民農園 など） 

既存施設の発掘 

アイデアが

増える 

意識を

変える 

拡充 

場（ハコ）を増やす 

増員・増飲 

増殖・増食 

 

両地域で連携できそうなこと 

地域内で連携できそうなこと 

持ち寄り居酒屋 

世代交代 

拡充 

センターづくり 

第 4 回のワークショップ結果をもとに 

1 年目のロードマップ（行動計画）を整理 

★こちらに記載予定★ 



20 

 

プロジェクト名 ＃白木町広報課 

目指す方向性・目標 白木町に来てもらう。白木町を知ってもらう。 

ターゲット 高陽・白木地域、芸備線沿線地域 

取組 ⚫ 組織をつくる。 

⚫ 情報をまとめるルートをつくる。 

⚫ 「＃白木町広報課」をつけて投稿してもらう。 

⚫ Youtube チャンネルや情報番組で紹介する。 

スケジュール 

短期（１～３年） 中期（４～６年） 長期（７～１０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

役割 

・情報を１つにまとめる 
協力して

ほしい人 

・各地域の団体 

・動画制作のできる人 

・インフルエンサー 

 

  

TikTok や

Instagram

で情報を発信 

組織をつくる 

地域別の情報

を ま と め る ル

ートをつくる 

「＃白木町広報課」を

つけて投稿してもらう 

外部の人に体験を投

稿してもらう 

Youtube

チャンネル 

広告で番組紹介 

白 木 町 の

情報番組 
取材形式の投稿 

 

両地域で連携できそうなこと 

地域内で連携できそうなこと 

第 4 回のワークショップ結果をもとに 

1 年目のロードマップ（行動計画）を整理 

★こちらに記載予定★ 
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第５章 計画推進に向けて 

１. 今後の展開 

 

(１) 全体のロードマップ（統合版） 

 

 

 

 

 

 

(２) 今後のミーティング日程 

 

 

 

 

 

(３) 各プロジェクトのつながりのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今後の進め方について記載 

 

第 4回 WSの結果をもとに整理 
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資料編  

１. 各回のワークショップニュース・当日資料 

(１) 第 1回 
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【グループまとめシート】 

目指すべきまちの姿 キーワード 投票数 

・安心安全なまちづくり（災害に強いまちづくり） 
安心安全 

交通・インフラ 

住みよさ 

20 
・道路網の整備（基幹交通網の整備） 

・若者が帰ってくるまち（若者の定着化） 

・高齢者にも住みよいまちづくり 

☆芸備線を拠点にしたまちづくり 
・駅に飲食店（居酒屋）、カフェ、野菜販売、保育園 → 駅に行きたくなる 
・駅に行くための、ループバスの確率 → 行く人が増えれば、本数が増える 

施設 
20 

交通・インフラ 

・親子で遊べる子どもの公園、夜飲める場 （高陽） 

施設 

安心安全 

自然 

交通・インフラ 

19 

・安心して遊べるまちにする！ 観光マップ 

・自然との融合を計れるあたたかい町！（白木・安駄山・荒谷山・神ノ倉） 

・公共交通の利用促進 
 ・住民主体のパーク＆ライド  
 ・駐車場の整備、高陽インター 

・交通整備 

・生まれて最後まで一生を送りたくなるような地域 住みよさ 

15 

・世代と世代の繋がりが強い地域 人とのつながり 

・戻ってきたくなるような地域 まち・地域 

・多くの楽しい行事 行事 

・伝統やしきたりにとらわれない 文化・伝統 

住みやすい町 
→利便性〈生活〉（スーパー／交通の便） 
→コミュニケーションの場（キャンプ場／トレイルラン→自然／飲食店（ハウ
ス） 飲む！食べる！カフェいっぱいやろうや！ 
→子ども・老後〈弱者〉が安心できる町 

交通・インフラ 

11 
施設 

安心安全 

人の繋がりを大切にする街 人とのつながり 8 

地域ふるさと計画 
高陽地区内でも各地区での問題は個々に多様性に富んでいて、「これ」
って決める事は難しい 
白木地区と共同問題として仲良くなれば… 
・高陽 防災（川） 
・白木 自然 駅 空 
・芸備 駅行（バス）アクセス、駐車場など、駅前店他保育園 
・道の整備 

安心安全 

7 

自然 

交通・インフラ 

施設 

・人々が互いに協力して活気あふれる場を作り、住むのが楽しい町造り。 
人とのつながり 

交通・インフラ 

空き家の活用 

まち・地域 

7 

・高齢になっても交通が重要。芸備線を良くしなければならない。 

・空家が自由に使えるように…。 

・町の事情と田舎の事情は大きくことなっている。一緒に語ることが難しい 

・住んでる人が楽しめていれば自然と人が集まってくる。 

・道路を良くしなければならない。 

【高陽】 
 

・災害に強い町づくり 
・町内会・自治体の繋がりを大切にして、助け合う町づくり 人とのつながり 

安心安全 

自然 

まち・地域 

施設 

4 

【白木】 
 

・災害に強い 
・自然を活かした町づくり 
・楽しいまち 
・深堀り 
・小中一貫校 

・既存の交通機関で PRできる部分をつくって活性化させていく 
交通・インフラ 

施設 
3 ・道路インフラの整備 

・駅近くに何もないのでコンビニやカフェなどをつくる 
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【個人まとめシート】 

■高陽地域 

 

■白木地域 
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(２) 第 2回 
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【プロジェクトシート一覧表】 

 

  

 プロジェクト名 目指す方向性・目標 実施内容・取組内容 

高 

陽 

地 

域 

みんなで使おう芸備

線!!～もっと便利な芸

備線にしよう～ 

・各JR駅までのバス(ジャンボタクシー)  

・パーク＆ライド（駅付近） 

・生活バスのサブスク化 

・可部線と芸備線相互乗入 

・高陽・白木でのイベント 

・芸備線スタンプラリー 

・JR との地域イベント 

芸備線の活性化 ・芸備線の利便性を向上する ・話題性で人を集める   

・駅周辺の整備を行う 

・駅の周りへ飲食店を誘致 

・各地域の特産品をリンクしあった地域

おこし(三田のイチゴ、井原のジビエ) 

・中間駅にパーク＆ライド機能 

KoYo BIG Fes ・若者を呼ぶ   

・地域交流会・活性化 

・地域の特性や自然を生かす 

・SNS 等の活用による広報 

・誰でも参加できる環境づくり 

・芸備線・バスによる”足”の確保 

・音楽フェスとセットで地域の伝統”神

楽”競演 

・荒谷山雲海ツアー    

・有名・著名人を呼ぶ 

高陽ゲートパーク化計

画 

・異世代交流できる場所づくり 

・近隣の方にも喜ばれるイベント 

・本・物々交換   

・クリスマスマーケット   

・花火 

・cafe,Wine  

・インスタ映え・映える背景 

・フリーマーケット  

・MUSIC ステージ発表 

深川地区の活性化プ

ロジェクト 

・建て替えるからこそ｢ウリ｣を多くしたい 

・子どもも大人も集まれる場所 

・芸備線との連携 

・可部とのつながり 

・フットサル・ボルダリングなど他地域で

できないスポーツができる    

・エアコン設置は必須 

・実業団にも使ってもらう   

・LMO,子供食堂 

・避難所としての機能   

・駐車場の共同利用 

・県道 70 号整備 
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白 

木 

地 

域 

白木自然発見 ・登山者の増加 

・山の利用者の増加 

・山の整備 

・山ツアー 

・山の PR 

・登山道整備 

・バイオトイレ整備 

・キャンプ 

・山イベント 

・駐車場（休耕地活用） 

・ホタル 

・子ども山イベント 

・川の景色(中三田) 

・井原桜まつり 

資源の活用（意識改

革） 

・意識を変える ・空き家の活用 

・どの世代も意識を変える 

・支える仲間:若い人(既にいる人)・外

から来たからこそ見つけられる魅力 

・温故知新 

・分母(人口)を増やす 

＃白木町広報課 ・知らないを知ってもらう 

・町全体をアピール、色々な世代が楽し

める情報を発信 

・地域のシンボルの一つになる 

・多くの人の目につくように 

・公式ハッシュタグ 

・白木全体の SNS 等 

・WEB を使わない層にも子供から情報

入る 

・各地域の SNS をまとめて出す 

鉄道「X(エックス)」 ・テレビ付電車 

・いつでもどこでもサッと乗れる 

・駅までの交通手段確保 

・利用率を高める 

・本数・車両数を増やす 

・電子決済 

・駅舎を利用(カフェ等) 

・駅前に魅力ある施設を作る 

・臨時列車を仕立て人員輸送する(ネコ

駅長) 

・駐車場整備 

・ネコ駅長を活用したまちづくり 

・駅周辺マップ等の作成 

 

  

 プロジェクト名 目指す方向性・目標 実施内容・取組内容 
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(３) 第 3回 
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(４) 第 4回 

 

 

  

ワークショップニュースを貼り付け 
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高陽地域・白木地域活性化プラン≪ 案 ≫ 

2025 年 3 月時点 
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